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日付 時間 移動予定 活動内容 宿泊地 備考

1 7月16日 月 9:35 ヨハネスブルグ発 SA142

10:40 マプト着 （中村調整員）

11:30 モザンビーク事務所打ち合わせ（伊藤所長） マプト

12:00 昼食 AVENIDA

13:15 警察署訪問（バラテ安全対策クラーク・中村調整員） (258)1-492-000

15:00 マプト市内視察（市場・バスターミナル） 住所Avenida Julius 

18:10 ホテル着 　　　　　Nyerere,627

2 7月17日 火 6:45 マプト発 TM2220

8:35 シモイオ着

9:30 橋本隊員＋佐藤隊員住居点検 シモイオ

11:00 斉藤隊員＋野辺隊員住居点検

12:00 昼食

12:40 松本隊員＋高野隊員住居点検

15:00 シモイオ発 ベイラ （借上車両）

18:00 ベイラ着 Hotel Tivoli Beira

(258)3-320-300

住所Av.de Bagamoio,363

3 7月18日 水 7:45 ベイラ 吉田・志和隊員住居点検 (借上車両)

9:00 隊員居住候補住宅

12:40 ベイラ発 マプト TM151

13:50 マプト着 (昼食) AVENIDA （公用車)

14:30 マプト危険地帯視察 (258)1-492-000

16:00 隊員連絡所、事務所点検 住所Avenida Julius 

18:00 ホテル着 　　　　　Nyerere,627

4 7月19日 木 8:00 マプト 安全対策連絡協議会

午前：ケース・スタディ（事務所） マプト

｜ 午後：安全対策に関する講義 AVENIDA

17:00 (258)1-492-000

住所Avenida Julius 

　　　　　Nyerere,627

5 7月20日 金 9:30 ホテル発 （公用車)

9:40 モザンビーク大使館表敬訪問（大使）

10:30 モザンビーク大使館表敬訪問（領事） マプト

11:30 事務所打ち合わせ（事務所点検） AVENIDA

13:30 報告書作成 (258)1-492-000

16:30 調査団総括 住所Avenida Julius 

18:30 ホテル着 　　　　　Nyerere,627

6 7月21日 土 9:00 ホテル発

11:40 マプト発 SA143

12:50 ヨハネスブルグ着

16:45 ヨハネスブルグ発 機中 SA286

7 7月22日 日 12:15 香港着

14:50 香港発 JL732

20:00 成田着

安全対策巡回指導調査団日程表
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 別添 ２

1.モザンビーク国の被害発生状況
（1）年度別被害発生件数 （2）派遣形態別被害割合

形態
協力隊員
（男）

協力隊員
（女） 専門家 所員 計

年度 15 16 17 18 件数 4 10 3 5 22
件 5 5 2 10 ％ 18.2% 45.5% 13.6% 22.7% 100%

（3）罪種別割合 （4）被害要因

強盗 侵入盗
すり・置
き引き

ひった
くり

車上狙
い

乗り物
盗 合計

不可
抗力

ハード対
策不足

自覚不足
（注意力） 合計

6 4 8 2 1 1 22 6 3 13 22
27.3% 18.2% 36.4% 9.1% 4.5% 4.5% 100% 27.3% 13.6% 59.1% 100%

モザンビーク国の犯罪被害実態と対策

（平成15年度〜平成18年度）

0

2

4

6

8

10

12

15 16 17 18 年度

15

16

17

18

2  モザンビーク国の犯罪被害の特徴と傾向
（1）当国の犯罪被害発生数は、15年度、16年度はそれぞれ5件発生し、滞在者あたりの被害遭遇率は15年度1.8人に
　　 1人の割合(JICA 全体9.1人に1人)、16年度は3.0人に1人の割合(JICA全体9.1人に1人)で、何れも滞在者が少な
     いことから非常に高い割合を示していたが、関係者の被害防止努力により17年度は2件の発生に止まった。
　　 しかし、滞在者が増加した昨18年度に入り増加に転じ、発生10件、被害遭遇率5.9人に1人の割合となり、JICA
　　 関係者派遣国中発生件数第18位、遭遇率15位(アフリカ地域第5位)に位置している。ただ、毎年度発生してい
     た 強盗被害の発生がないことは同被害防止に関係者の配意が窺える。

（2）当国の特徴としては、「強盗」被害が27.3％を占めており、殆んどが「数人組みが小銃や刃物、石等の凶器
     を所持」しての犯行で、人通りの多い日中でも発生していることから、危険度の高い国であると言える。単
　　 独行動は避け、可能な限り現地の人と行動を共にする等の「被害に遭遇しないための配意意」が必要である。
　　「すり」被害は財布等の貴重品の収納方法に問題(ズボンのポケット、リュックのポケット等)があり、特に携
     帯電話は盗まれないように「丈夫なストラップを付つけて、目立たないよう「首から下げ服の内側に収納、腰
     のベルトにしっかりと結束」するなどして身に着けておく配意が必要である。
　　「置き引き」被害は無頓着に置いたり目を離すことによって発生している。荷物は監視の届かないところに置
     かず、又貴重品は常に肌身離さずに所持し、乗り物に乗車中は「眠らない」等の配意が必要である。

（3）当国の15年度～18年度の派遣形態別被害確率を見ると、「事務所員3.8人に1人、専門家5.7人に1人」で、
　　 協力隊員の6.9人に1人の割合より高い実態にあり、この状態は他国にはあまり見られない。
　　 このことは、「事務所員や専門家が狙われている」との観点に立って安全対策に取り組むことが要求され
　　 る。特に、「夜間はもとより日中でも人通りの少ない路上での単独歩行は避け、目的地までは車での移動を心
　　 がけ乗降する際には必ず、周囲に配意し安全を確認してから行動する。銀行等金融機関には決して単独で行か
     ず複数人で行動する。」これらのことに心がけることが肝要である。
 
（3）被害要因は、注意不足によるものが59.1％で、危険度の高い国であることの認識が不足していることの現わ
　　 れと推察されることから、滞在者に対して再度、安全対策に対する意識の高揚を図ることが必要である。
     また、住居防犯の徹底も望まれるところである。
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